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はじめに 

 

 本報告書は、農林水産省関東農政局土地改良技術事務所から受注した「平成 30 年度 関東農政

局管内国営事業総合技術支援業務」において、関東農政局管内の事業地区が抱える課題に対し、

現地調査委員会、合同委員会の検討結果を基に解決方針を取りまとめたものである。 

平成 17年 3月に策定された食料・農業・農村基本計画において、農地、水、そして土地改良施

設も含めた地域資源の保全管理の重要性が打ち出された。また、社会情勢の変化に伴う地域資源

の管理の粗放化等による災害危険度の増大、事業実施地区の喫緊の技術的課題等今までにない複

雑で多様なニーズに対応した総合的な事業運営を可能とする高度な技術力が求められている。 

上記を背景に専門的な立場からの助言・指導を得るため、学識経験者、ゼネコンの技術者から

なる委員会を設置し、各委員が担当する地区での現地調査委員会と結果を報告する合同委員会を

開催してきた。このような取り組みを通じて、事業地区が抱える課題に対し、即応的・機動的に

解決を図り、事業の適切かつ円滑な推進に貢献し、また、農政局技術者の一層の技術力の向上に

努めた。 

本業務は、平成 30年 12月及び平成 31年 1月に 2地区で現地調査委員会を開催・運営し、各地

区の現地調査や個別課題の検討を行った。平成 31年 2月には、合同委員会を開催し、各事業所で

実施した委員会での個別課題、検討結果及び委員会での指導・助言に対する各事業所の取り組

み状況・方針について検討を行うとともに、技術情報や課題への対応方針について共有化を図

った。 

なお、今後、これを機に各事業所が委員の方々との連携をより一層深め、その他の課題等につ

いても、業務の実施過程で相談・検討を行い、事業を円滑かつ効率的に推進されることを期待し

ている。 

本業務の実施に当たり、ご協力いただいた関係各位に、深甚なる謝意を表す次第である。 
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1. 本業務の概要
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１．１ 本業務の目的 

本業務は、関東農政局管内の事業地区が抱えている課題に対し、学識経験者等の産学

の視点や技術力等を活用しながら、即応的、機動的に課題の解決を図り、事業の適切か

つ円滑な推進に貢献するとともに、農政局技術者の一層の技術力向上に資することを目

的とする。 

 

１．２ 本業務の内容 

業務の内容は以下の通りである。 

 

(1) 栃木南部地区 

・安全かつ経済的な仮廻し道路等の仮設計画の検討に係る課題と留意点の整理 

(2) 茨城中部地区 

・排水対策及び軟弱地盤対策についての仮設計画及び施工計画に係る課題と留意

点の整理 

(3) 委員会の設置・運営・とりまとめ 

・現地調査委員会は、以下合計２回運営・開催する。 

栃木南部地区、茨城中部地区・・・・・各１回 

・合同委員会は、さいたま市内にて１回運営・開催する。 

(4) 点検・とりまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 3 -



 

１．３ 本業務の委員構成と検討概要 

本業務における委員は、以下のとおりである。 

 

［栃木南部地区］ 

学識経験者 

・委員長 田中 忠次 東京大学 名誉教授 

外部技術者 

・委員 入江 正樹 清水建設株式会社 土木技術本部 上席エンジニア 

・委員 中村 幸一  株式会社安藤・間 土木事業本部 

 

［茨城中部地区］ 

学識経験者 

・委員長 青山 咸康 京都大学 名誉教授 

外部技術者 

・委員 佐藤 靖彦 西松建設株式会社 技術研究所 主席研究員 

・委員 高橋 一成  株式会社奥村組 東日本支社 土木技術部 次長 

 

１．４ 委員会の開催一覧 

以下に、平成 30 年度に開催した委員会の開催事業所及び検討課題を示す。 

 

開催事業所  検討概要  開催地  開催回数  

栃木南部農業水利

事業所 

安全かつ経済的な仮廻し道路等の仮

設計画の検討に係る課題と留意点の

整理 

栃木県  

小山市  

現地調査委員会

１回  

合同委員会  

１回  

茨城中部農地整備

事業所  

排水対策及び軟弱地盤対策について

の仮設計画及び施工計画に係る課題

と留意点の整理 

茨城県  

東茨城郡

茨城町  

現地調査委員会

１回  

合同委員会  

１回  
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１．５ 検討概要 

  

１．現地調査委員会の検討結果 

【栃木南部地区】（平成 30 年 12 月 13 日） 

 

 

【現地調査状況 1】                    【現地調査状況 2】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【室内検討状況 1】                    【室内検討状況 2】 

 

栃木南部地区における検討課題と主な助言等は以下のとおり。 

 

（検討課題） 

安全かつ経済的な仮廻し道路等の仮設計画の検討に係る課題と留意点の整理

  

（主な助言等） 

・ボックスカルバートの重量や作業半径を考慮した作業機械を選定すること。 

・クレーン据付け場所の法面の安定性の確認・検討をすること。 

・限られた作業スペースの中で作業が可能か検討すること。 

・鋼矢板による土留めについて安定性を検討すること。 

・地下水に対する処理を検討すること。 

・吊り防護について、支柱の有無も含め、詳細を検討すること。 
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【茨城中部地区】（平成 31 年 1 月 8 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【現地調査状況 1】                    【現地調査状況 2】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【室内検討状況 1】                    【室内検討状況 2】 

 

茨城中部地区における検討課題と主な助言等は以下のとおり。 

 

（検討課題等） 

排水対策及び軟弱地盤対策についての仮設計画及び施工計画に係る課題と留意点の

整理 

 

（主な助言等） 

・土質定数に含水比の資料を追加すること。また、粘着力等の算出根拠を明確にする

こと。 

・下流側の排水機場の施工記録を確認して、設計・計画に反映すること。 

・中間支持層が薄層なので、支持力の考え方を整理すること。 

・基礎杭について、回転杭工法等他の工法と比較検討をすること。 

・中層混合改良の範囲を再検討すること。 
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２．合同委員会の結果（平成 31 年 2 月 21 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【室内検討状況 1】                    【室内検討状況 2】 

（１）合同委員会の内容 

１）国営事業総合技術支援業務の概要説明、今年度実施した各地区における委員会の

検討結果、本年度業務の取りまとめを報告し、管内における技術情報の共有化や

技術力の向上を図った。 

２）本合同委員会は農政局技術者の技術力向上を図る観点から、管内技術者の研修会

を兼ねて開催した。（参加者 21 名） 

３）各地区の検討課題と結果報告についての主な質疑応答の結果概要を事項の（２）

に示す。 
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（２）主な質疑応答の結果概要 

 

【栃木南部地区】 

・開削掘削については、法面は安定するものの水替えが発生するので、道路への影響

をどのように評価するのか今後検討すること。 

・既設のボックス等で不連続部が発生する土留め鋼矢板において、薬液注入等の地盤

改良が考えられるが、工程的に非かんがい期の施工となるため、工程に影響を及ぼ

すか検討すること。 

・非常に交通量の多い国道上なので車両の出入りに制約がある場合は、仮置き等も考

慮して、工程に影響ない様に検討すること。 

 

 

【茨城中部地区】 

・含水比が高い土質条件なので、地下水位低下工法を行った場合の圧密沈下について

も検討すること。 
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